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ドイツ語圏における
日本文学翻訳の動向分析
高　橋　慎　也
序：本論の目的
　本論は日本文学の翻訳データベースに基づいて，ドイツ語圏における日
本文学翻訳の動向分析を行うことを目的とする。その結果を示しながら，
将来の日独文学対照研究についての提言を行いたい。というのも日独両国
において文学作品の読者数，とりわけ翻訳文学の読者数が漸減しているこ
とを背景として，文学研究の社会的基盤が弱くなっているからである。外
国文学受容の社会的基盤の弱体化は本論で示されるように，ドイツにおけ
る日本文学作品の翻訳点数の時代的変遷からも見て取ることができる。外
国文学受容の停滞に対応した外国文学の研究・教育体制を新たに確立する
必要性が，日本でもドイツでも高まっている。それは大学における外国文
学研究機関における研究・教育体制をどのように変革すべきか，という問
いに直接つながってくる。端的に述べれば，外国文学研究における「作品
カノンの集中化」および「理論構築」の二つが必要になってきているので
ある。
　本論は中央大学共同研究プロジェクト「現代日本文学作品の国内・国外
評価の比較研究」（2010～ 2011年度）の成果報告でもある。本プロジェ
クトでは，ドイツ語圏，フランス語圏，英語圏における日本文学翻訳の傾
向を明らかにするために，主として次のような調査・研究を行った。
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1） 国際交流基金作成の日本文学翻訳データベースの分析
2） ドイツ，フランス，イギリス，アメリカ，オーストラリアの主要都
市にある書店の店頭調査，書店員への聞き取り調査
3） 上記各国の日本文学翻訳に従事する出版社の編集者への聞き取り調
査
4） 上記各国の主要大学の日本学専攻の所蔵文献調査
5） 上記各国の主要大学の日本文学研究者への聞き取り調査
　本論は主として 1）のデータベースの分析結果を示すものだが，その
際に 1950年代から 2000年代までの期間の翻訳データを 10年刻みにし，
その年代推移を中心にして記述してゆく。また 2）～ 5）の調査結果も踏
まえて，今後の研究・教育のための提言を述べたい。
I．データベースの分析方法と先行研究
I―1：使用したデータベースとその問題点
本論での分析用に使用したデータベースは以下のものである。
○ 独立行政法人国際交流基金：「日本文学翻訳書誌検索」
この分析の過程で上記データベースに，次のような問題点が見出され
た。
1） 翻訳作品すべてを網羅したデータベースではない
2） 翻訳出版された単行本のデータベースではなく，翻訳された作品ご
とのデータベースである
3） 次々と追加されるデータによって，データベースそのものが変化する
　つまりこのデータベースはいまだ不完全なものである。また外国の雑誌
に掲載された短編，短歌，詩をも１作品としてデータ化しているので，各
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作品が外国で単行本として発行されたとは限らない。
I―2：翻訳データベースの分析方法
　上述したような問題点を持つデータベースに基づきながらも，できるだ
け客観的な翻訳動向を抽出するために，本研究では以下のような方針を立
てて分析を進めた。
1） 翻訳された年代の 6区分：① 1950年代（1950～ 1959年），②
1960年代（1960～ 1969年），③ 1970年代（1970～ 1979年），
④ 1980年代（1980～ 1989年），⑤ 1990年代（1990～ 1999年），
⑥ 2000年代（2000～ 2009年）
2） 作家の生年の 6区分：① 1850年以前，② 1851～ 1880年，③
1881 ～ 1910 年， ④ 1911 ～ 1940 年， ⑤ 1941 ～ 1970 年， ⑥
1971～ 2000年
3） 複数の巻に分かれた作品の扱い：第 1巻，第 2巻と巻数が続く作
品は一つとみなす
4） 続編の処理：「続」の付く作品は別作品，つまり別のデータとみなす
5） 小説以外のジャンルの個別作品の処理：詩，短歌，俳句，絵本，脚
本，漫画の個々の作品の翻訳は，データに含めない
6） 小説以外のジャンルの作品集：個々の作家の詩集，句集は作品デー
タとして数える
7） 日本語の作品名不明のデータ：日本語の作品名不明の作品はデータ
に含めない
I―3：先行研究
　日本語の文学作品のドイツ語翻訳作品データを 2000年代に至るまで
通時的に傾向分析した先行研究は，論者が調べた限りでは存在しない。
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1990年代までのドイツ語翻訳の書誌としては以下の文献が挙げられる。
1） ?: Der Beginn der Moderne (Helmut Buske Verlag, 1988)
2） Jürgen Stalph, Gisela Ogasa, Dörte Puls 編： Moderne japanische 
Literatur in deutscher Übersetzung : eine Bibliographie der Jahre 
1868―1994 (Iudicium-Verlag, 1995)
3） Junko Ando, Irmela Hijiya-Kirschnereit, Matthias Hoop 編：
Japanische Literatur im Spiegel deutscher Rezensionen （Iudicium-
Verlag, 2006）
　本論の先行研究ないし先行資料として唯一挙げられる文献 2）には，
300名の日本人作家のドイツ語に翻訳された作品が記載されている。ま
た 1868年から 1994年までの翻訳点数を 10年刻み（1990年代は 5年間
のみ）で示した棒グラフが記されている。それを見るとすべての翻訳作品
数を合計して，その数の多い作家ランキングは表 1のようになっている。
（数字は翻訳作品数）
表 1　作家別翻訳作品数ランキング
順位 作家名 翻訳作品数 順位 作家名 翻訳作品数
1 川端康成 59 6 森鷗外 27
2 芥川龍之介 55 7 井上靖 26
3 星新一 48 8 太宰治 25
4 三島由紀夫 32 9 宮沢賢治 23
5 志賀直哉 31 10 井伏鱒二 19
　このランキング表から分かるように，短編作家の翻訳点数が多い。した
がって翻訳点数の多さは作家の人気度を測るバロメーターとしては不十分
出所：Moderne japanische Literatur in deutscher Übersetzungを元に筆者作成
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なのである。その点を踏まえ，本論では，娯楽文学の短編作家に分類でき
る星新一は分析の対象外とした。また戦後に執筆活動を開始した作家とし
ては三島由紀夫しかランク入りしていない。つまり 80年代以降の戦後作
家世代のドイツ語翻訳の進展については，文献 2）からはまだ読み取るこ
とができない。本論によってそれが初めて明らかになるのである。
　文献 3）は主として 1980年代以降にドイツの主要新聞に掲載された書
評をまとめたものである。ひとつの作品に対する書評の数は，その作品に
対するドイツ国内の注目度を測るバロメーターとなる。この文献にまとめ
られた書評の分析は，ドイツ語圏における日本文学受容研究の今後の課題
である。
II．ドイツ語に翻訳された作品と作家の年代推移
II―1：ドイツ語圏における日本文学作品の翻訳作品数と作家数の年代推移
グラフ①：ドイツ語、フランス語、英語の翻訳を合計した作品数と作家数の年代推移
作品数
作家数
2000
1500
1000
1518 1666 1580
500 406 169 204
351 317
381
648
897
0
1950年代 1960年代 1970年代 1980年代 1990年代 2000年代（出版年代）
282
グラフ②：英語に翻訳された作品数と作家数の年代推移
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　グラフ①～③からはっきりと分かるのは次の点である。
1） 1980年代の急増：英独仏の 3カ国合計，またドイツ語訳のみを見
ても 1980年代に翻訳作品数，作家数ともに急速に増加している。
これは戦後作家世代の翻訳が進展したことを反映していると解釈す
ることができる。
2） 英語圏における翻訳の先行：グラフ②を見ると，英語圏の翻訳作品
数は 1970年代の増加が大きく，1980年代の伸びを上回っている
ことが確認できる。このことが 1980年代のドイツ語圏における翻
訳作品数の急増をもたらす要因となったことが推測できる。
3） 1980年代の作品数の急増割合：1980年代のドイツ語翻訳の作家・
作品比率を比べると，作家数に比して作品数の増加割合が高い。こ
れは一人の作家の翻訳作品数が増えたことを反映していると解釈す
ることができる。
4） 1990年代以降の停滞と衰退：1980年代の急増とは対照的に 1990
年代，2000年代には翻訳作品数も作家数も，英語とドイツ語の双
方で停滞している。特にドイツではその数がかなり減少している。
つまりドイツでは日本文学の翻訳と受容は 2000年代には相当に衰
退したと解釈することができる。
グラフ③：ドイツ語に翻訳された作品数と作家数の年代推移
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　1990年代以降に日本文学の英仏独語への翻訳が停滞ないしは衰退した
理由としては，次の 2点が推定できる。
1） 1990年代以降のマルチメディアとインターネットの急速な発展に
よって，プリントメディアによる文学作品の受容が阻害された。
2） 1980年代に翻訳が急増したので，それ以降は翻訳すべき作品を見
つけるのが困難になった。
　インターネット書店の発展など，その他の原因も考えられるとしても，
上記の二つの原因が大きな減少要因であったと推定するのが妥当であろ
う。ただドイツ語圏における翻訳数が 2000年代に相当に減っている原因
は，論者には今のところ分かっていない。
II―2：翻訳された作家数の年代推移
　ここではまず，先述した作家の生年の 6区分に従って，各世代の作家
の年代推移を見ていきたい。そのことによってドイツ語への翻訳の中心と
なる作家たちの世代交代の状況が見えてくる。
グラフ④：生年別に見る 1950年代に翻訳された作家数推移
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　1950年代の翻訳作家数の特徴は下記の通りである。
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1） 英語圏の優位：ドイツ語，フランス語への翻訳数に比べて英語へ翻
訳された作家数が圧倒的に多い。
2） ドイツ語翻訳の停滞：英語とフランス語への翻訳に比べるとドイツ
語翻訳の数が最も少ない。
3） 明治・大正時代生まれの作家の優位：ドイツ語に翻訳された作家の
中では，1881～ 1910年生まれの作家，つまり明治期から昭和戦
前の日本文学を担った作家の数が相対的に多い。
　上記の特徴から見て 1950年代には，第二次世界大戦の戦火の影響が大
きかったドイツ語圏の翻訳活動は，英語圏よりも圧倒的に少なかったこと
が確認できる。また翻訳された作家の中では，明治・大正生まれの作家の
翻訳が相対的に多かったことも確認できる。
グラフ⑤：生年別に見る 1960年代に翻訳された作家数推移
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　1960年代の翻訳作家数の特徴は下記の通りである。
1） ドイツ語とフランス語への翻訳数の漸増：1950年代に比べると
1960年代には英語への翻訳数と，ドイツ語とフランス語への翻訳
数の差が縮まり，ドイツとフランスでの翻訳活動が活性化している。
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2） ドイツ語翻訳のフランス語翻訳に対する優位：1960年代にはフラ
ンス語への翻訳はそれほど盛んでないのに対し，ドイツ語への翻訳
が盛んになっている。
3） 古典文学作家の縮小：1850年以前に生まれた作家の翻訳数の割合
が，1950年代に比べると小さくなっている。
4） 近代文学の翻訳の漸増：英語のみならずドイツ語とフランス語への
翻訳数でも，明治以降の近代文学の作家の翻訳数が伸びている。
5） 戦後作家の翻訳の増加：特に英語翻訳のみならずドイツ語翻訳にお
いても，1911～ 1940年生まれの作家，つまり戦後に作家活動を
本格化ないし開始した作家の数が増加している。
　上記の特徴から見て，1960年代にはドイツにおける翻訳活動が大きく
伸び始めたこと，またドイツ語圏で翻訳される作家の中心世代は相変わら
ず明治・大正生まれの近代文学の作家であること，それと共に戦後作家の
翻訳が進んだことが確認できる。しかし翻訳される戦後作家の増加が英語
圏に比べてゆっくりで，作家の世代交代の進行速度がドイツ語圏では遅
かったことも確認できる。
グラフ⑥：生年別に見る 1970年代に翻訳された作家数推移
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　1970年代の翻訳作家数の特徴は下記の通りである。
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1） 英語翻訳の急増：英語に翻訳される作家数が，1960年代に比べて
全体として急増している。
2） ドイツ語とフランス語の翻訳の停滞：ドイツ語とフランス語に翻訳
される作家数が，1960年代に比べてあまり増えていない。
3） 戦後作家への世代交代の遅れ：翻訳される作家の世代は，英語翻訳
では 1911～ 1940年生まれの戦後作家へ大きくシフトしているの
に対し，ドイツ語翻訳ではそれが無い。
　上記の特徴から見て，1970年代には戦後に発表された作品の英語への
翻訳が大きく伸び，日本文学のイメージ刷新が進んだのに対し，ドイツ語
への翻訳が停滞していることが確認できる。その理由については今後の解
明が必要である。1968年以降の大学紛争による大学教育の混乱が，ドイ
ツでは大きかったことも影響しているのかもしれない。
グラフ⑦：生年別に見る 1980年代に翻訳された作家数推移
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　1980年代の翻訳作家数の特徴は下記の通りである。
1） 翻訳数の急増：ドイツ語とフランス語に翻訳される作家数が，70年
代に比べて急増している。
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2） 戦後作家への世代交代：ドイツ語へ翻訳される作家の中心世代が
1881～ 1910年生まれの明治・大正作家から 1911～ 1940年生ま
れの戦後作家へ大きくシフトしている。
3） 戦後生まれ作家の漸増：1941～ 1970年生まれの作家，つまり主と
して戦後生まれの作家の数が漸増している。
　上記の特徴から見て，1980年代にはドイツ語圏での翻訳活動が 1970
年代の停滞期を抜け出し大いに盛んとなったこと，英語翻訳から 10年遅
れて作家の世代交代が進行したこと，また戦後生まれ世代の作家の翻訳が
始まったことが確認できる。つまり 1980年代には同時代の作家の翻訳が
始まったこと，そのことによって同時代文学による異文化交流の重要性が
高まったことが推測できるのである。
グラフ⑧：生年別に見る 1990年代に翻訳された作家数推移
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　1990年代の翻訳作家数の特徴は下記の通りである。
1） 1980年代との類似性：ドイツ語に翻訳される作家の総数，またそ
の世代別分布に関しては 1980年代と 90年代との間に大きな違いが
無い。
2） 戦後生まれの作家数の漸増：1980年代に引き続き，1941～ 1970
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年生まれの戦後生まれの作家の数が漸増している。
　上記の特徴から見て，1990年代にはドイツ語圏における翻訳活動が安
定期ないしは停滞期に入ったことが確認できる。また翻訳の増加を促す要
因としては現代の同時代作家の翻訳が重要性を増し，それ以前の世代の作
家の翻訳については進まなくなっているという状況が推測できる。
グラフ⑨：生年別に見る 2000年代に翻訳された作家数推移
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　2000年代の翻訳作家数の特徴は下記の通りである。
1） 旧世代の作家数の減少：ドイツ語に翻訳された作家全体の中で，
1940年代以前に生まれた作家の数が相当数，減っている。
2） 戦後世代の作家の急増：1990年代に比べると，1941～ 1970年生
まれの戦後生まれの作家の数が約 2倍に増えている。
3） フランスに比べての不振：1990年代まではフランス語を上回るか
同程度であったドイツ語への翻訳作家数が，2000年代にはフラン
ス語をかなり下回るようになっている。
　上記の特徴から見て，2000年代にはドイツ語圏における翻訳活動が前
の年代に比べても，また英語圏とフランス語圏と比べても衰退しているこ
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とが確認できる。その一方で，戦後生まれの作家の翻訳が盛んとなり，翻
訳作家数全体の落ち込みをかろうじてカバーしていることが分かる。
II―3：翻訳動向の年代推移のまとめ
　上記の分析結果を踏まえると，ドイツ語圏における日本文学の翻訳動向
に関して，次のようなことが分かる。
1） 日本文学の翻訳は第二次世界大戦の戦災によって妨げられ，英語圏
に 10年程度の遅れを取って 1960年代以降から活性化している。
2） 翻訳活動のピークは 1980年代であり，その後は停滞ないし衰退し
ている。
3） 翻訳される作家の世代交代が大きく進んだのは 1980年代である。
4） 1990年代以降，戦前生まれの作家の翻訳はかなり衰退している。
5） 2000年代には戦後生まれの作家世代の翻訳活動が大きく伸び，同
時代文学の翻訳が進みつつあることが推定できる。
III．ドイツ語に翻訳された作品数による作家ランキングの年代推移
　本章では，表 2に示される作家ランキングの特徴を年代ごとに分析し
ていきたい。
III―1：1950年代の特徴
1） 近代文学の作家の優勢：ランク上位に挙がった作家名を見ると芥川
龍之介，志賀直哉，川端康成，谷崎純一郎，有島武郎など大正期か
ら昭和戦前期の日本近代文学の代表的作家の翻訳が多い。芥川と志
賀のランキングが上位にあるのは，彼らの代表的作品が短編で，翻
訳しやすいことが原因である。
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表 2：ドイツ語に翻訳された作品数による作家ランキング（出版年代別）
1950 年代
順位 作家名 作品数 生年
1 芥川龍之介 10 1892
2 永井隆 4 1908
2 志賀直哉 4 1883
4 川端康成 3 1899
4 松尾芭蕉 3 1644
4 岡本綺堂 3 1872
7 三島由紀夫 2 1925
7 谷崎潤一郎 2 1886
9 有島武郎 1 1878
9 太宰治 1 1909
9 渕田美津雄 1 1902
9 藤原道綱の母 1 936?
9 井原西鶴 1 1642
9 猪口力平 1 1903
9 出雲広貞 1 ?
9 賀川豊彦 1 1888
9 賀茂真淵 1 1697
9 小林多喜二 1 1903
9 河野多恵子 1 1926
9 国木田独歩 1 1871
9 丸山通郎 1 ?
9 正岡子規 1 1867
9 森鷗外 1 1862
9 無着成恭 1 1927
9 武者小路実篤 1 1885
9 夏目漱石 1 1867
9 大岡昇平 1 1909
9 山東京伝 1 1761
9 高村光太郎 1 1883
9 徳永直 1 1899
9 山本有三 1 1887
9 横光利一 1 1898
1960 年代
順位 作家名 作品数 生年
1 芥川龍之介 21 1892
2 三島由紀夫 14 1925
3 川端康成 11 1899
4 谷崎潤一郎 6 1886
5 安部公房 5 1924
6 井上靖 4 1907
6 森鷗外 4 1862
6 志賀直哉 4 1883
9 井伏鱒二 3 1898
9 宮本百合子 3 1899
11 深沢七郎 2 1914
11 舟橋聖一 2 1904
11 林芙美子 2 1903
11 堀辰雄 2 1904
11 井原西鶴 2 1642
11 菊池寛 2 1888
11 室生犀星 2 1889
11 永井荷風 2 1879
11 夏目漱石 2 1867
11 大江健三郎 2 1935
11 山本有三 2 1887
11 安岡章太郎 2 1920
11 横光利一 2 1898
1970 年代
順位 作家名 作品数 生年
1 芥川龍之介 33 1892
2 三島由紀夫 12 1925
3 川端康成 9 1899
4 安部公房 7 1924
5 谷崎潤一郎 6 1886
5 寺山修司 6 1935
7 谷口雅春 3 1893
8 遠藤周作 2 1923
8 井伏鱒二 2 1898
8 井原西鶴 2 1642
8 井上靖 2 1907
8 鹿島守之助 2 1896
8 三浦綾子 2 1922
8 夏目漱石 2 1867
8 大江健三郎 2 1935
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2000 年代
順位 作家名 作品数 生年
1 村上春樹 40 1949
2 よしもとばなな 12 1964
3 小川洋子 10 1962
4 井上靖 9 1907
5 赤川次郎 8 1948
5 江戸川乱歩 8 1894
7 川端康成 6 1899
7 大江健三郎 6 1935
9 芥川龍之介 5 1892
9 栗本薫 5 1953
9 鈴木光司 5 1957
12 中島敦 4 1909
13 安部公房 3 1924
13 太宰治 3 1909
13 樋口一葉 3 1872
13 三島由紀夫 3 1925
13 森鷗外 3 1862
13 村上龍 3 1952
13 辻仁成 3 1959
13 山田詠美 3 1959
1980 年代
順位 作家名 作品数 生年
1 志賀直哉 25 1883
2 三島由紀夫 20 1925
2 宮沢賢治 20 1896
4 井上靖 17 1907
4 眉村卓 17 1934
6 井伏鱒二 13 1898
6 森鷗外 13 1862
8 芥川龍之介 12 1892
9 川端康成 7 1899
9 河野多恵子 7 1926
9 松本清張 7 1909
12 安部公房 6 1924
13 遠藤周作 5 1923
13 大江健三郎 5 1935
15 有吉佐和子 4 1931
15 円地文子 4 1905
15 谷崎潤一郎 4 1886
18 小松左京 3 1931
18 丸山真男 3 1914
18 佐多稲子 3 1904
21 深沢七郎 2 1914
21 原民喜 2 1905
21 井上光晴 2 1926
21 国木田独歩 2 1871
21 小田実 2 1932
21 小川国夫 2 1927
21 大田洋子 2 1903
21 富岡多恵子 2 1935
21 筒井康隆 2 1934
21 宇野千代 2 1897
21 安岡章太郎 2 1920
21 吉田秀和 2 1913
※星新一は除く
1990 年代
順位 作家名 作品数 生年
1 川端康成 33 1899
2 村上春樹 23 1949
3 大江健三郎 16 1935
4 井上靖 14 1907
5 安部公房 12 1924
6 多和田葉子 9 1960
7 芥川龍之介 8 1892
7 夏目漱石 8 1867
9 谷崎潤一郎 7 1886
10 遠藤周作 6 1923
10 河野多恵子 6 1926
10 三島由紀夫 6 1925
10 よしもとばなな 6 1964
14 井伏鱒二 5 1898
15 太宰治 4 1909
15 古井由吉 4 1937
15 森瑤子 4 1940
15 大庭みな子 4 1930
15 津島佑子 4 1947
20 円地文子 3 1905
20 開高健 3 1930
20 森鷗外 3 1862
20 中上健次 3 1946
20 野坂昭如 3 1930
20 戸川昌子 3 1933
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2） 古典文学の翻訳の進展：1950年代には松尾芭蕉の翻訳数が上位に
あり，藤原道綱の母，井原西鶴，山東京伝など江戸文学を含む古典
文学の作家の翻訳が相対的に多い。
3） 三島由紀夫への注目：戦後に作家活動を開始した作家の中では三島
のみがランク入りしている。しかも 7位というポジションなので，
彼が 1950年代にドイツでとりわけ注目された若手作家であったこ
とを示している。
4） 女性作家の少なさ：女性作家としてランク入りしているのは古典文
学の藤原道綱の母のみで，近代文学の作家は皆無である。
　1950年代は翻訳作品数が全体的に少ないので，作家ランキングの持つ
意味はあまり大きくない。ただおおよその傾向として大正から昭和戦前期
に活躍した作家たちがランキングの上位を占めていることから，当時のド
イツ語圏では日本近代文学への関心が高かったことが分かる。また女性作
家への関心が乏しいのは，その数が日本本国でもまだ少なかったことが主
因であろうが，ドイツ人翻訳者が男性であったことも要因としてあったと
推定される。
III―2：1960年代の特徴
1） 明治・大正・昭和戦前期の作家の優勢：1950年代の翻訳傾向を継
承して，芥川，川端，谷崎，森鷗外，志賀，夏目漱石など，明治・
大正・昭和戦前期に作家活動を始めた作家が上位を占めている。
2） 戦後文学の作家の台頭：三島を筆頭とし，安部公房，井上靖，深沢
七郎，大江健三郎，安岡章太郎といった戦後に作家活動を本格化し
た作家たちが，ランキング全体の中で大きな位置を占めている。
3） 女性作家の翻訳の開始：宮本百合子と林芙美子がランキング入りし
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ている。
4） 古典文学の作家の割合低下：井原西鶴を除いて，明治期以前に活動
した作家がランキング入りしていない。
　1960年代になるとドイツ語に翻訳される作品数が増え，そのランキン
グ分析によって翻訳動向を知ることができるようになる。芥川と志賀が上
位にあるのは短編作家で翻訳しやすかったからだが，作品そのものの人気
も高かったことが推測できる。この時期に目を引くのは三島の翻訳作品数
の多さである。彼が戦後作家としては特権的な人気を，ドイツでは既に
1960年代には確立していることが分かる。また川端と谷崎の翻訳数の多
さは，欧米における戦前以来のジャポニズムないしオリエンタリズムの系
譜が戦後に引き継がれていることを示している。欧米のアヴァンギャルド
なモデルネ文学の系譜に連なる作家として安部と大江がランキング入りし
ているが，安部への注目度の方が高いことが分かる。近代文学の女性作家
に対する関心がドイツ語圏で芽生えてきたのが 1960年代であることも分
かる。
III―3：1970年代の特徴
1） 翻訳数の停滞：作品が 2点以上ドイツ語に翻訳された作家の数が
1960年代に比べて 2／ 3程度に減少している上に，翻訳総数も減
少している。
2） 上位作家は同じ：ランキングの上位を占めている作家は芥川，三
島，川端，安部，谷崎と 60年代と同じである。
3） 女性作家翻訳の停滞：女性作家としてランクインしているのは三浦
綾子のみである。
4） 寺山修司のランクイン：新たにランクインした作家としては寺山が
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5位と上位にある。
　前章同様，本章でのデータ分析でも，ドイツ語圏における 1970年代の
翻訳活動の停滞が確認できる。また 60年代と 70年代のランク上位の作
家はほぼ同じなので，翻訳動向の新たな傾向も 70年代にははっきりとは
見えてこない。女性作家の翻訳も停滞している。唯一の大きな変化は寺山
が初めて，しかも上位にランキングされたことである。この背景として，
寺山が主宰する劇団「天井桟敷」が 70年代にドイツをはじめオランダや
フランスの国際演劇祭で寺山戯曲を上演し，ヨーロッパ演劇界で大きな注
目を集めたことが挙げられる。
III―4：1980年代の特徴
1） 翻訳数の急増：70年代と比較して翻訳総数が飛躍的に増えている。
2） 女性作家の増加：河野多恵子，有吉佐和子，円地文子，佐多稲子，
大田洋子，宇野千代が初めてランクインしている。
3） SF作家のランクイン：眉村卓，小松左京，筒井康隆という SF作
家がランクインしている。
4） 宮沢賢治のランクイン：宮沢が初めて，しかも 2位と上位にランク
インしている。
　1980年代はドイツ語圏における日本文学の翻訳活動が活性化し，翻訳
される作家の多様化が生まれた，翻訳史上画期的な年代である。特に中堅
ないしベテランの女性作家と SF作家の翻訳が拡大したことが，この年代
の翻訳動向の大きな変化である。80年代はドイツにおける日本文学のイ
メージが大きく転換した年代と位置付けることができる。川端や谷崎に代
表されるジャポニズムないしオリエンタリズム系の文学，三島に代表され
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る同性愛文学，安部や大江に代表される戦後モダン文学に加えて，女性文
学と娯楽文学が加わったからである。その背景としてはドイツにおける女
性翻訳者の増加，日本文学の翻訳者と読者の文学的嗜好の多様化があると
推定される。
III―5：1990年代の特徴
1） 翻訳数の安定ないし停滞：上位にランキングされる作家の作品翻訳
数が 90年代と大きく変わっていない。
2） ベテラン女性作家の定着：河野，円地に加え新たに，森瑤子，大庭
みな子，津島佑子，戸川昌子などのベテランの女性作家がランクイ
ンしている。
3） 若手女性作家の上位ランクイン：多和田葉子，よしもとばななと
いった若手女性作家が上位にランクインしている。
4） 村上春樹の上位ランクイン：村上が初めて，しかも 2位という上位
にランクインしている。
5） 大江の翻訳数の増加：1980年代に比べて大江の作品翻訳数が 3倍
に伸びている。
　1990年代のドイツ語圏における日本文学の翻訳動向の大きな変化は，
作家の世代交代，同時代文学の進展という 2点である。若手作家の中で
男性作家としては村上春樹が初登場で 2位にランクされ，女性作家では
多和田が 6位，よしもとが 10位にランクされている。世代をさらに細か
く分けて，村上を団塊の世代の作家，多和田とよしもとをポスト団塊の世
代の作家とみなすこともできる。当時 30代であったこの二人の女性作家
が上位にランキングされた 90年代は，その後のドイツ語圏における翻訳
の主流が旧世代の男性作家から同時代の若手女性作家に大きく転換してゆ
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く画期的な年代となっている。また村上とよしもとは，コミックとアニメ
に代表される Jポップの文学版作家というイメージがドイツでは強い。そ
れを踏まえると 1990年代には日本文学のイメージが，旧来のジャポニズ
ム系から新たな Jポップ系に転換した年代と位置付けることができる。大
江は旧世代の作家だが，1994年にノーベル文学賞を受賞したことを背景
として，旧世代の作家としては例外的に大きく翻訳数を伸ばしている。
III―6：2000年代の特徴
1） 村上春樹の突出：村上の翻訳作品数が 2位以下を大きく離して，ダ
ントツの 1位を占めている。
2） 翻訳総数の減少：村上春樹の翻訳数を例外として，2位以下の作家
の翻訳数は減少している。
3） 男性作家の世代交代：村上春樹以外にも村上龍，辻仁成の二人の同
時代作家がランクインし，男性作家の世代交代も進んでいる。しか
しその時期とスピードは女性作家に比べると遅い。
4） SF・ミステリー作家の世代交代：眉村卓，筒井康隆，小松左京に
比べて若い世代のミステリー作家である赤川次郎，鈴木光司がラン
クインしている。
5） 小川洋子の上位：小川が初めて，しかも 3位という上位にランクイ
ンしている。
　2000年代のドイツ語圏における日本文学翻訳動向の大きな特徴は，「村
上春樹の一人勝ち」である。見方を変えるとそれ以外の作家の翻訳の不振
である。唯一の例外は新たにランクインした小川洋子である。その一方，
ドイツでも作家活動をし，日本でも多くの文学賞を得ている多和田葉子で
すら，ランク入りしていない。かつての川端や三島に並ぶ人気を村上春樹
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が獲得しているものの，全体的に見るとドイツ語圏における日本文学の翻
訳は 2000年代になると停滞ないし衰退している。
III―7：作家ランキングの年代推移のまとめ
　III章の分析結果を踏まえると，ドイツ語に翻訳された作家の年代推移
について次のような点が確認できる。
1） 男性作家主流の時代が 70年代に終わり，80年代以降は女性作家が
次第に増加している。
2） 80年代以降には純文学に加えて SF・ミステリー作家の翻訳が進ん
でいる。
3） 90年代以降には同時代の女性作家の翻訳が大きく増えている。
4） 90年代には Jポップ人気とリンクした現代作家の翻訳が進んでい
る。
5） 2000年代は村上春樹の独走状態である。
6） 2000年代は複数の作品が翻訳される作家の数が減少している。
IV．今後の翻訳動向の予想とドイツ文学教育・研究の方向性
　本論で示したデータ分析の結果に加えて，論者がドイツのベルリン，
ミュンヘン，フランクフルト，ケルン，デュッセルドルフで行った書店調
査，書店員と編集者への聞き取り調査，日本学専攻の教員への聞き取り調
査を総合して判断すると，次のような点が予想できる。
1） ドイツ語圏のみならず英語圏，フランス語圏でも今後は日本文学の
翻訳作品の総数はかなり減少する。
2） フランスやイギリスと異なり，ドイツでは大型書店が売れない翻訳
文学を店頭に置かないので，それが日本文学への注目を妨げ，さら
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には翻訳の妨げにもなっている。
3） ドイツ語圏での村上春樹人気が終われば，彼に続く日本人の人気作
家がドイツではいないので，日本文学に対するドイツ人読者の関心
は大きくダウンする。
4） 今後ドイツで翻訳数が伸びる可能性が多少でもあるのは，同時代の
女性作家，SF作家，ミステリー作家という三つのタイプの作家の
作品である。
　こうした予想を踏まえて今後さらに，社会的需要に対応した日本とドイ
ツの文学の対照研究・教育の方向性を再検討してゆく必要性がある。字数
が尽きたので，簡略に述べれば次のようになる。
1） 研究対象をカノン化されて揺るがない著名な作家・作品に絞り，そ
れらを同時代の新たな研究視点から解釈し直す。
2） ドイツ語への翻訳は進んだものの研究がまだ十分ではない著名作
家，例えば安部公房や寺山修司らの研究・教育を重点的に行う。
3） 村上春樹やよしもとばななのような流行作家の作品については，文
学的価値だけでなくソフトパワーとしての価値を重視し，純文学研
究とは異なる視点から研究・教育を行う。
4） 欧米の最新の文学・文化研究理論を踏まえて，日本とドイツの文学
の対照研究のための新たな理論構築を行う。
5） 日本の文学研究の教育機関で今後カノン化が進むと予想される現代
作家に関する研究成果を，ドイツの教育機関の研究者に提示する。
追記：本論の執筆に当たって，図や表などの基礎資料を作成してくれた大
学院生の山中奈緒美さんと柏木せりなさんに感謝したい。
